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令和４年　第３回臨時会
（開催日程：令和４年８月１日）

審　議　結　果
議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

令和４年度わかば団地公営住宅（第２期）建築工事の請負契約について
１．契約の目的　　令和４年度わかば団地公営住宅（第２期）建築工事
２．契約の方法　　地域限定型一般競争入札
３．契約金額　　　2億2,209万円
４．契約の相手方　雨竜町字満寿32番地169
　　　　　　　　　株式会社　池上木工
　　　　　　　　　代表取締役　池上　充男

原 案 可 決

議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

令和３年度雨竜町一般会計歳入歳出決算認定について
決算審査特別
委員会に付託
9/13 認定可決

令和３年度雨竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
決算審査特別
委員会に付託
9/13 認定可決

令和３年度雨竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
決算審査特別

委員会に付託

9/13 認定可決

令和３年度雨竜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
決算審査特別
委員会に付託
9/13 認定可決

令和４年　第３回定例会
（開催日程：令和４年９月６日～１３日）

審　議　結　果
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議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

令和３年度雨竜町の財政健全化判断比率の報告について

市区町村名 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

雨　竜　町 － － 7.2％ －

早期健全化基準 15％ 20％ 25％ 350％

財政再生基準 20％ 30％ 35％
※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
　将来負担比率についても負数となるため、「－」と表示しています。なお、実質収支は6,670
万円の黒字、連結実質収支は7,103万4千円の黒字です。

報 告 済

令和３年度雨竜町公営企業の資金不足比率の報告について
区　　　分 令和３年度 経営健全化基準

雨竜町農業集落排水事
業特別会計 －％ 20％

※赤字額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています

報 告 済

令和４年度雨竜町一般会計補正予算（第３号）
（1億3,962万2千円を追加し、総額41億6,323万9千円とする）

原 案 可 決

令和４年度雨竜町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（335万7千円を追加し、総額6,466万3千円とする）

原 案 可 決

雨竜町議会議員及び雨竜町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
（公職選挙法施行令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決

雨竜町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（雨竜町字尾白利加2300番地16　池田　弘一　氏）

同 意 可 決

一 般 会 計 補 正 予 算
◇令和４年度一般会計補正予算（第３号） 
　これまでの予算に1億3,962万2千円を追加し、総額41億6,323万9千円とする。
　（歳出の主な内容）

総 務 費
総 務 費
総 務 費
民 生 費
民 生 費
衛 生 費
衛 生 費
農林水産業費
農林水産業費
土 木 費

行政手続のオンライン化システム構築業務委託料 9,350,000円
行政事務用Wi-Fi設備設置業務 3,300,000円
戸籍システム改修委託料 4,895,000円
障害者自立支援給付費等国庫負担金前年度清算金 1,275,000円
臨時福祉対策費補助金 4,800,000円
ワクチン接種委託料 4,554,000円
ワクチン接種券印刷業務委託料 1,000,000円
農地利用効率化等支援交付金 10,470,000円
土地改良整備事業償還金基金積立金 90,000,000円
町営住宅等解体工事費 2,830,000円
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農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算
◇令和４年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　これまでの予算に335万7千円を追加し、総額6,466万3千円とする。
　（歳出の主な内容）

農 業 集 落 排
水 事 業 費

維持管理基金積立金 3,357,000円

令和４年第３回定例会までの閉会中に行った所管事務調査の結果内容を報告いたします。        

期　日：令和４年８月１９日（金）
＜調査事項＞
　高齢者の現状と介護予防について
＜調査結果＞
　本町の高齢者人口は８９９名で高齢者率は４２．１％であり、今後も上昇を続けることが予
測される。
　そのような現状において、高齢者がいつまでも健康で元気に暮らしていけるように町と関係
団体等が連携した取り組みを行い、多種多様な高齢者支援事業が実施されている。
　しかし、生活支援サービス事業と各種介護予防事業への参加者が少ない状況が見受けられ、
数多くの方々が参加され充実した事業が展開されるためにも、より町民に周知と理解を促して
いく広報活動の充実が必要である。
　また、生活支援を必要とする方々には、やむを得ず支援事業等が中断された場合であっても、
継続して支援を受けられるように代替措置等の対応策も重要である。
　今後においても、地域の実情に応じた高齢者の動向やニーズを把握して、町と関係団体等が
連携し、各種高齢者支援事業が継続的に実施され、高齢者の健康寿命を延ばし、生きがいを持
ちながら安心して暮らせる町づくりを進められたい。

行政常任委員会報告

わかば団地Ｃ棟

＜現地調査＞
　橋梁長寿命化工事として宮下橋および洲本
橋、またわかば団地建替事業の視察を実施し
ました。
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審査年月日
　９月６日、９日、１２日
審査結果
　認定すべきものと決定
審査意見
　令和３年度一般会計は、当初予算を39億
6,384万2千円として編成されたが、昨年度と
同様に感染症対策関係事業費を主とした追加
予算4億795万8千円と、前年度からの繰越事
業費2億8,094万円を合わせた総額46億5,275万
円の予算を執行したところである。
　令和３年度決算では、一般会計における実
質収支で6,670万円、対前年度比47.1%の減と
なったものの、単年度収支と財政調整基金積
立金を加えた実質単年度収支では1億3,370万
5千円の黒字決算と大幅な増となった。
　歳入では、自主財源の町民税は、現年度
分の個人町民税が対前年度1.5％の減、法人
町民税については9.0％の減となったものの、
町税全体では対前年度1.6％の増となった。
依存財源として、地方交付税は歳入全体に
対して41.7％と依然として大きな割合を占め
ている。町債は対前年度比56.5%増であるが、
高度無線環境整備推進事業債と町道新設改良
事業債及び公営住宅整備事業債によるもので
ある。
　歳出では、投資的経費の合計額は、8億
4,913万円と対前年度比4億1,342万円（94.9%）
増の大幅増額となったが、新型コロナ感染症
対策関連事業として、前年度からの繰越事業
である、高度無線環境整備推進事業費と雨
竜小･中学校空調設備工事に2億6,734万5千円
（31.4%）、公共住宅整備事業と分譲住宅地造

成に伴う町道整備等による住環境整備事業に
3億5,325万7千円（41.6%）要したが、他の事業
費の殆どは維持工事等に要する経費である。
　国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特
別会計、農業集落排水事業特別会計の３特別
会計は適切に運用されている。
　なお、次のとおり意見を付すので留意され
たい。
○歳入関係
　町税及び各種使用料等の収納状況は、高い
収納率で推移しており、今後も継続的な対応
に努められたい。
　寄附金については、大幅な落ち込みを見せ
ているが、ＰＲ方法の充実と要因の分析によ
る改善を必要とする。
　町債及び各種基金の運用等については、事
業に応じ適正な活用がなされている。引き続
き将来負担を抑えた適切な管理と運用を図ら
れたい。
　実質単年度収支については、大幅に好転し
ており、今後も健全な財政運営に努められた
い。
○歳出関係
　投資的経費については、地域の高度情報通
信網の整備、居住環境や教育環境整備等への
積極的な取り組みがなされている。
　今後も、老朽化してくる公共施設への長寿
命化工事、維持・修繕工事の実施に向けた公
共施設改修計画の検討や必要財源確保のため、
改修費等積立基金への積立が重要と考えるが、
有効な事業への取り組みと地域発展のための
施策にも期待するものである。

　令和３年度各会計決算の認定は、第３回定例会で「決算審査特別委員会」を設置し審査を付
託され、９月６日、９日、１２日の３日間審議を行い、審議の結果、意見を付して認定すべき
ものと決した旨の報告書が提出され、９月１３日の本会議で認定されました。

令和３年度　各　会　計　決　算　認　定

令和３年度各会計決算額

区　分
会計名 予算額

決　　　算　　　額
差引額 翌年度へ繰越

すべき財源　 実質収支額
歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 4,120,290,000 4,050,399,027 3,923,635,564 126,763,463 4,949,000 121,814,463
国民健康保険特別会計 147,910,000 149,432,479 147,558,285 1,874,194 0 1,874,194
後期高齢者医療特別会計 38,436,000 38,379,720 38,174,018 205,702 　0 205,702
農業集落排水事業特別会計 58,077,000 60,209,186 56,526,384 3,682,802 0 3,682,802

（単位：円）
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　９月１２日に行われた決算審査特別委員会で次のとおり質疑応答がされました。

決算審査特別委員会質疑応答

総
務
費　

記
念
事
業
に
つ
い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

町
制
60
周
年
記
念
事
業
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ボ
ー
イ
ズ

が
作
成
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
の
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
伺

う
。

【
回　

答
】

　

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
庁
舎
内
、
道
の
駅
で
楽
曲
を

流
し
町
民
に
馴
染
ん
で
い
た
だ
け
る
形
で
今
後
も
進
め

た
い
。

総
務
費　

防
災
無
線
の
維
持
と
更
新
に
つ
い

　
　
　
　

て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

防
災
無
線
の
保
守
点
検
と
、
更
新
等
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

保
守
点
検
に
つ
い
て
は
年
1
回
行
っ
て
お
り
、
設
備

と
し
て
は
良
好
で
は
あ
る
が
一
部
経
年
劣
化
が
認
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
設
置
か
ら
12
年
経
過
し
て
い
る

た
め
更
新
に
向
け
て
は
点
検
結
果
と
今
後
の
財
源
を
含

め
総
合
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総
務
費　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て須

見
委
員

【
質　

問
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
前
年
を
下
回
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
も
こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
の
か
。

【
回　

答
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
方
の
選
択
肢
が
増
え
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ
、
納
税

額
が
落
ち
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

総
務
費　

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ

　
　
　
　

い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
使
い
切
っ
た
方
に
追

加
配
布
を
考
え
て
は
。

【
回　

答
】

　

１
５
０
枚
の
利
用
券
を
全
て
使
い
切
っ
て
困
っ
て
い

る
方
に
は
、
追
加
配
布
を
行
う
よ
う
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
。

総
務
費　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

新
規
就
農
を
目
指
す
協
力
隊
員
に
つ
い
て
、
本
人
の

意
思
も
あ
る
が
協
力
隊
で
は
な
く
早
期
に
新
規
就
農
へ

向
け
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
必
要
と
考
え
る
が
。

【
回　

答
】

　

新
規
就
農
へ
の
体
制
も
整
備
し
た
た
め
、
就
農
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
含
め
本
人
の
意
向
を
確
認
し
、
し
か

る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
就
農
者
へ
の
体
制
・
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
行
き
た
い
。
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衛
生
費　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
与
に

つ
い
て

野
村
委
員

【
質　

問
】

　

指
に
装
着
す
る
こ
と
で
「
血
中
酸
素
濃
度
」
の
数
値
を

表
示
す
る
機
能
が
あ
る
事
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
体

調
急
変
対
策
や
自
宅
療
養
者
に
も
必
要
に
応
じ
て
貸
与
さ

れ
る
考
え
を
伺
う
。

【
回　

答
】

　

現
在
「
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
」
は
2
台
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
と
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
貸
し
出
し
を
し
て
体
調

確
認
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

衛
生
費　

ピ
ロ
リ
菌
の
低
年
齢
化
に
よ
る
予
防

　
　
　
　

枠
の
拡
充
に
つ
い
て

野
村
委
員

【
質　

問
】

　

学
校
の
健
康
診
断
の
際
、
尿
検
査
や
血
液
検
査
等
と
同

時
に
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
も
中
学
生
に
拡
充
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

【
回　

答
】

　

道
内
で
も
中
学
・
高
校
生
に
対
し
て
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
事
は
把
握
し
て
い
ま
す
が
、

衛
生
状
況
が
整
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
中
学
生
に
対
す
る

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
現
時
点
で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

農
業
費　

熊
の
出
没
状
況
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

令
和
３
年
度
の
熊
の
出
没
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
、
ま

た
、
出
没
近
く
で
の
農
作
業
や
、
墓
参
り
の
人
た
ち
へ
の

対
策
が
必
要
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

【
回　

答
】

　

出
没
件
数
は
、13
件
ほ
ど
あ
り
、出
没
注
意
看
板
の
設
置
、

防
災
無
線
で
情
報
提
供
、
町
内
会
長
に
注
意
喚
起
、
カ
メ

ラ
の
設
置
、
猟
友
会
に
よ
る
巡
回
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

超
音
波
、電
気
柵
な
ど
寄
せ
な
い
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

衛
生
費　

桜
山
の
共
同
墓
地
管
理
に
つ
い
て

野
村
委
員

【
質　

問
】

　

正
面
上
り
口
の
車
止
め
や
注
意
を
促
す
看
板
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
通
行
す
る
車
両
へ
の
対
策
は
。
ま
た
、
設

置
し
て
い
る
簡
易
ト
イ
レ
を
高
齢
者
対
策
と
し
て
和
式
か

ら
洋
式
に
変
え
た
方
が
良
い
と
思
う
が
。

【
回　

答
】

　

車
が
横
ぎ
ら
な
い
様
、
ど
う
い
っ
た
対
応
が
で
き
る
の

か
検
討
し
ま
す
。
簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
要
望
が
あ
れ

ば
対
応
い
た
し
ま
す
。

農
業
費　

豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い

　
　
　
　

て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

【
回　

答
】

　

公
共
造
林
事
業
に
よ
り
実
施
し
た
植
林
事
業
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年
度
は
、
２
件
が
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
を

図
る
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
く
。
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土
木
費　

排
水
機
場
整
備
工
事
費
に
つ
い
て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

整
備
費
が
２
２
０
万
円
と
例
年
と
比
べ
て
少
な
い
理
由

を
伺
う
。

【
回　

答
】

　

南
伏
古
、
逆
川
排
水
機
場
は
国
営
事
業
で
改
修
計
画
を

進
め
て
い
る
。

　

面
白
内
、
渭
の
津
排
水
機
場
は
道
営
事
業
で
こ
れ
か
ら

進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
た
め
、
令
和
３
年
度
は
、
稼
働

す
る
た
め
に
必
要
最
低
限
の
整
備
費
に
と
ど
め
て
い
る
。

商
工
費　

商
工
業
振
興
地
域
雇
用
推
進
事
業
に

つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

商
工
業
振
興
地
域
雇
用
推
進
事
業
の
決
算
内
容
は
。

　

ま
た
好
評
な
事
業
は
継
続
し
て
、
そ
れ
以
外
は
内
容
を

精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

【
回　

答
】

　

開
業
支
度
金
１
件
、
運
営
資
金
補
助
金
２
件
、
地
域
雇

用
推
進
事
業
、
雇
用
創
出
事
業
、
人
件
費
支
援
１
件
、
合

計
４
８
６
万
円
の
支
出
。

　

事
業
内
容
は
、
商
工
会
か
ら
の
要
望
の
内
容
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

土
木
費　

町
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

町
道
の
草
刈
り
を
毎
年
行
っ
て
い
る
が
、
時
期
や
内
容

は
。
ま
た
、
２
回
目
の
法
面
は
刈
ら
な
い
の
か
伺
う
。

【
回　

答
】

　

５
月
末
か
ら
始
ま
り
お
盆
時
期
ま
で
に
２
回
目
を
完
了

し
て
い
ま
す
が
、
道
路
維
持
業
務
を
実
施
し
な
が
ら
の
作

業
の
た
め
、
２
回
目
は
法
面
を
刈
っ
て
い
な
い
。
現
状
の

形
を
最
低
限
守
り
、
見
直
し
が
で
き
れ
ば
計
画
す
る
。

教
育
費　

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
賃
借
料

　
　
　
　

に
つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

児
童
・
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
貸
与
さ
れ
て
い
る

中
で
、
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
活
用
と
今
後
の
更
新
等

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
は
行
え
な
い
大
画
面
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
使
用
頻
度
は
減
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
新
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
は
ま

だ
必
要
な
場
面
も
あ
る
の
で
更
新
も
含
め
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
進
め
て
い
き
た
い
。

土
木
費　

建
設
車
両
に
つ
い
て

野
村
委
員

【
質　

問
】

　

建
設
車
両
の
修
理
代
が
増
え
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

更
新
時
期
が
来
て
も
簡
単
に
入
れ
替
え
る
わ
け
に
は
い
か

ず
修
理
し
て
使
用
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
修
理
代
に
も
限
度
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
更

新
時
期
や
修
理
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

【
回　

答
】

　

建
設
車
両
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
台
帳
に
基

づ
い
て
車
検
や
修
理
ま
た
更
新
の
状
況
な
ど
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
車
両
の
使
用
状
況
や
劣
化
状
況
を
見
な
が
ら
適

切
に
管
理
し
て
い
き
ま
す
。
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教
育
費　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
に
つ

　
　
　
　

い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
状
況
と
ナ
イ

タ
ー
設
備
の
電
気
料
金
は
。

　

ま
た
、
電
気
料
金
の
高
騰
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
改
修
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
伺
う
。

【
回　

答
】

　

6
か
月
間
で
６
８
９
人
の
利
用
が
あ
り
、
料
金
は
70
万

４
，
６
１
３
円
に
な
る
。
現
在
の
照
明
設
備
は
30
年
以
上

経
過
し
て
い
る
の
で
、
今
後
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

教
育
費　

ト
ロ
ン
ト
交
流
事
業
交
付
金
に
つ
い

　
　
　
　

て

吉
本
委
員

【
質　

問
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ト
ロ
ン
ト
交
流
事
業
が
中
止
に
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

【
回　

答
】

　

今
年
度
で
2
年
連
続
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

ト
ロ
ン
ト
推
進
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
を
検
討
し
ま
し
た
が
時
差
の
関
係
で
実
施
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
今
後
も
推
進
委
員
会
を
中
心
に
交
流

の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

下
水
処
理
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

須
見
委
員

【
質　

問
】

　

下
水
処
理
施
設
の
修
理
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減

少
も
伴
い
、
今
後
の
事
業
運
営
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
さ

れ
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

今
後
の
事
業
計
画
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
全
体
的
な
事

業
費
を
ま
と
め
た
中
で
、
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

教
育
費　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
あ
っ
た
か
事
業
に

　
　
　
　

つ
い
て

吉
見
委
員

【
質　

問
】

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
事
業
の
中
の
「
ス
テ
イ
読
書
」
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
達
に
読
解
力
や
文
字
を
読
む
と
い
う
習
慣

を
つ
け
る
た
め
に
も
今
後
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回　

答
】

　

活
字
離
れ
、
読
書
離
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
な
か
で
読

書
を
身
に
着
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
4
年
度
か
ら
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
読
書
習
慣
の
定
着
を
目
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

教
育
費　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て

佐
々
木
委
員

【
質　

問
】

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、1
人
１
台
の
端
末
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
内
容
は
。

　

ま
た
、
今
後
も
重
要
な
教
育
な
の
で
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
伺
う
。

【
回　

答
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
保
守
業
務
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ

フ
ト
の
導
入
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
派
遣
の
３
業
務
を
実
施
。

学
校
力
向
上
委
員
会
で
重
点
課
題
と
し
、
教
員
の
意
識
も

非
常
に
高
く
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
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令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
一
般
質
問

質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
中
に
猛
威
を
振
る
い
始
め
、
本
町
に

お
い
て
も
各
事
業
の
開
催
様
式
変
更
や

商
工
業
対
策
に
お
い
て
も
本
町
と
し
て

商
工
業
支
援
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
主
産

業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大
き

く
受
け
て
お
り
、
観
光
需
要
の
低
下
や

外
出
自
粛
に
よ
り
外
食
産
業
へ
の
需
要

が
低
水
準
に
な
っ
た
た
め
、
米
を
含
む

農
産
物
の
価
格
も
下
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
価
格
を
守
る
た
め
に
全
国

的
に
米
の
生
産
量
も
削
減
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

「
今
後
の
農
業
対
策
に
つ
い
て
」

吉見議員

　

９
月
13
日
に
２
人
の
議
員
が
町
政
執
行
に
対
し
、

２
項
目
の
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

た
、
昨
年
末
に
水
田
活
用
直
接
交
付
金

の
制
度
見
直
し
が
報
じ
ら
れ
、
農
業
者

も
今
後
の
営
農
計
画
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
世
界
的
に
生
産
資
材
を
含
む

生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
中
で
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始

ま
り
、
肥
料
な
ど
の
価
格
も
次
年
度
に

向
け
て
は
本
年
を
上
回
る
大
き
な
価
格

上
昇
と
な
り
、
肥
料
高
騰
の
影
響
は
農

業
者
に
と
っ
て
次
年
度
の
再
生
産
が
で

き
る
か
心
配
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
燃
料

価
格
高
騰
に
つ
い
て
も
高
止
ま
り
が
続

き
、
こ
れ
か
ら
の
収
穫
期
、
ま
た
次
年

度
の
春
作
業
に
お
い
て
も
影
響
が
出
て

く
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
肥

料
高
騰
に
つ
い
て
は
国
も
次
年
度
に
つ

い
て
は
価
格
上
昇
分
の
約
７
割
を
支
援

す
る
と
い
う
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
情
の
上

昇
率
を
補
填
で
き
る
程
度
の
割
合
に
は

届
か
な
く
、
結
果
的
に
は
肥
料
高
騰
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
農
業
者
は
、
現
在

使
用
し
て
い
る
肥
料
か
ら
価
格
の
安
い

も
の
を
選
定
し
、
上
昇
率
を
少
し
で
も

抑
え
よ
う
と
努
力
も
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
も
の
か
ら
の
転

換
は
、
営
農
へ
の
不
安
と
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
次
年
度
は
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
も
水
稲

に
お
い
て
は
豊
作
が
見
込
ま
れ
る
中
、

米
価
に
つ
い
て
は
概
算
金
が
品
種
に
は

よ
り
ま
す
が
、
５
０
０
円
程
度
上
昇
す

る
こ
と
は
生
産
者
に
と
っ
て
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

の
生
産
資
材
の
高
騰
、
燃
料
価
格
の
高

騰
な
ど
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
上
昇
は
農

業
再
生
産
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
本

町
の
農
業
者
に
と
っ
て
も
次
年
度
に
向

け
て
早
急
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
、
町
は
関
係
機
関
と
も
連
携
し

て
、
国
や
道
な
ど
に
強
く
働
き
か
け
を

行
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
雨
竜
町
と
し

て
も
対
応
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

雨
竜
町
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

と
と
も
に
発
展
し
て
き
て
お
り
、
特
に

水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
道
内
の
良
食
味

米
の
主
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
、
稲
作
農
業
を
最
重
要
視
し
ま

し
て
、
町
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
将
来
に
わ
た

っ
て
農
業
生
産
基
盤
と
な
る
圃
場
整
備

事
業
を
重
点
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
国

営
、
道
営
土
地
改
良
事
業
を
長
年
継
続

し
て
実
施
し
、
夏
期
工
事
の
助
成
金
な

ど
町
に
お
い
て
も
多
大
な
財
政
支
出
を

行
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
国
営
事
業

に
お
き
ま
し
て
は
事
業
完
了
に
向
け
て

事
業
費
負
担
に
係
る
基
金
積
立
て
等
を

行
い
、
対
応
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
議
員
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ

る
と
お
り
、
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
も
よ
り
ま
す
米
価
の
下
落
、
そ
し
て

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し

に
加
え
、
国
際
情
勢
に
よ
り
ま
す
肥
料
、

農
業
資
材
の
高
騰
な
ど
農
業
者
を
取
り

巻
く
情
勢
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
も
の
と
私
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
こ
の
全
国

的
な
厳
し
い
農
業
情
勢
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
末
端
市
町
村
そ
れ

ぞ
れ
が
個
々
に
対
応
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

農
業
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
お

け
る
政
策
と
予
算
確
保
な
ど
の
要
請
活

動
を
さ
ら
に
末
端
市
町
村
は
継
続
し
て

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
し
、
雨
竜
町
も
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

再
質
問

　

町
と
し
て
も
国
や
関
係
機
関
へ
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
理

解
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
継
続
的
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に
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
が
で
き
る

た
め
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
営
及
び

道
営
農
地
基
盤
整
備
事
業
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
は
効
率
的
な
作
業
を
進
め
、

ス
マ
ー
ト
農
業
化
へ
と
進
ん
で
い
く
た

め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
生
産
効
率

を
上
げ
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
も

農
業
者
は
事
業
へ
参
加
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
町
と
し
て
も

良
質
米
生
産
に
向
け
て
ケ
イ
酸
資
材
助

成
、
う
り
ゅ
う
活
力
Ｒ
助
成
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

の
資
材
価
格
高
騰
な
ど
農
業
者
の
経
費

の
負
担
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
ケ
イ
酸
資
材
投
入
な
ど
は
一

定
程
度
農
業
者
も
理
解
し
た
中
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、
多
面
的
機
能
推
進
事
業

等
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
農

業
者
が
継
続
的
に
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
を
つ
く
る
在
り
方
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
助
成
事
業
の
再

構
築
や
町
独
自
の
緊
急
的
な
生
産
資
材

高
騰
対
策
な
ど
の
考
え
方
も
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
再
度
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町　

長

　

議
員
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
農
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
本
当
に
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
農
業
者
が

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
農
業
経
営

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
国
や
道
へ
の
要

請
活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
独
自
に
実
施
し
て
お
り
ま
す

良
質
米
生
産
に
向
け
た
助
成
事
業
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
を
も
っ

て
事
業
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
以
降
の
事
業
の
展
開
に
つ

き
ま
し
て
は
各
関
係
機
関
、
団
体
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
た
中
で
今
後
さ
ら
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
緊
急
的
な
資
材
高
騰
対
策
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
厳
し

い
環
境
下
に
お
い
て
米
の
作
柄
状
況
も

今
現
在
の
見
込
み
と
し
て
は
大
変
す
ば

ら
し
い
と
私
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
産
の
概
算
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
い
う
情
報
も
あ
り
、
少
し
明
る
い
兆

し
が
見
え
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
国
、
道
で
の
対
策
で
す
と

か
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
構
成
市
、
町
で
の

取
組
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
中
で
必
要

に
応
じ
て
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

今
後
半
で
申
し
上
げ
ま
し
た
Ｊ
Ａ
の
構

成
市
、
町
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

再
々
質
問

　

今
ほ
ど
の
答
弁
の
中
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
国
や
道
へ
の
要
請
並
び

に
町
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
の
検
討

や
緊
急
的
な
農
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
も
含
め
な
が
ら
十
分

に
検
討
さ
れ
、
農
業
者
が
安
心
し
て
生

産
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町　

長

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

町
内
の
農
業
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
各

種
要
請
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農

業
者
の
支
援
策
に
つ
き
ま
し
て
は
国
等

の
対
策
、
近
隣
市
町
村
の
取
組
状
況
を

踏
ま
え
た
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
直
近
の
情
報
で
、
昨
日

の
農
業
新
聞
で
す
か
、
そ
れ
か
ら
官
庁

速
報
に
も
載
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
自
治
体
向
け
の
交
付
金
６
，
０
０

０
億
円
が
決
ま
り
そ
う
で
す
が
、
こ
れ

は
農
林
水
産
業
に
お
け
る
物
価
高
騰
等

の
対
策
支
援
も
含
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
も
の
も
情
報
を
十
分
掌
握
し

な
が
ら
、
活
用
で
き
る
も
の
は
活
用
し

て
対
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

質　

問

　

今
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
第

７
波
と
し
て
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
８
月
に
入
り
、

陽
性
判
定
を
受
け
た
方
が
増
加
し
て
き

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
濃
厚
接
触
者
の

数
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
感
染
者

数
や
濃
厚
接
触
者
数
の
急
激
な
増
加
に

よ
り
医
療
機
関
や
薬
局
、
検
査
機
関
な

ど
検
査
が
大
変
混
み
合
い
、
発
熱
な

ど
の
症
状
や
濃
厚
接
触
者
以
外
の
方
は

検
査
キ
ッ
ト
を
薬
局
で
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
品
薄
な
の
か
、

手
に
入
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
感
染
者
で
10
日
間
の
自
宅
療
養
さ

れ
て
い
る
方
、
特
に
高
齢
者
や
独
居
の

方
に
お
き
ま
し
て
は
、
食
料
や
生
活
物

資
の
調
達
が
大
変
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
道
か
ら
の
支
援
物
資
の
提
供
が

あ
り
ま
す
が
、
感
染
者
の
急
増
に
よ
る

も
の
な
の
か
、
届
く
の
が
遅
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
検
査
キ
ッ
ト

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
検
査
キ
ッ
ト
と

生
活
支
援
の
町
の
考
え
に
つ
い
て
」

沖田議員
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の
確
保
と
生
活
支
援
の
物
資
の
提
供
に

つ
い
て
今
で
き
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町　

長

　

ま
ず
、
ご
質
問
の
検
査
キ
ッ
ト
の
確

保
の
件
で
す
が
、
検
査
の
う
ち
現
在
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
公
的
検
査
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

１
つ
は
症
状
が
出
た
方
で
す
と
か
濃
厚

接
触
者
に
な
っ
た
方
で
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
検
査
は
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と

が
大
原
則
と
な
り
、
健
康
相
談
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
す
る
こ
と
で
医
療
機
関
に
橋

渡
し
し
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
っ
て
ご

ざ
い
ま
す
。
２
つ
目
が
現
在
調
剤
薬
局

な
ど
で
行
っ
て
お
り
ま
す
無
料
検
査
で

す
が
、
対
象
は
感
染
疑
い
の
症
状
の
な

い
方
、
濃
厚
接
触
者
で
な
い
方
の
う
ち
、

う
つ
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
と
健
康
に

不
安
の
あ
る
方
が
検
査
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
検
査

は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
原
検
査
が
ご
ざ
い

ま
し
て
、
一
般
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
ほ

う
が
精
度
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
資
機
材
の
不
足
に
よ
り
抗
原
検

査
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

抗
原
検
査
の
場
合
で
あ
り
ま
し
て
も
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
希
望
す
る
予
約

日
が
す
ぐ
に
取
れ
な
い
場
合
も
あ
る
と

聞
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
質
問
の
実
費
に
よ
り
ま

す
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
し
て
の
検

査
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
も
大
き
く

２
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
１
つ
は
既
に

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
す
と
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
研
究

用
で
あ
り
ま
す
が
、
検
査
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
自
己
判
断
で
す
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
り
、
性
能
そ
の
も
の
が
日
本
の
基

準
に
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
研

究
用
は
現
段
階
で
は
厚
生
労
働
省
も
雨

竜
町
も
公
的
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
２
つ
目
と
し
ま

し
て
、
医
療
用
、
ま
た
は
体
外
診
断
用

医
薬
品
と
言
わ
れ
ま
す
キ
ッ
ト
に
つ
い

て
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
は
医
療
機
関

で
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
用
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
を
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
特

例
的
に
薬
局
で
販
売
で
き
る
よ
う
緩
和

し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
法
律
に
お
き

ま
す
薬
局
医
薬
品
と
し
て
の
取
扱
い
や

決
ま
り
が
あ
り
、
薬
剤
師
に
よ
る
説
明

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
医
療
用
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
販
売
に
つ
き
ま
し
て

も
対
面
販
売
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
双
方
の
情
報
の
や
り
取
り
が
必
須

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
で
検
査
キ
ッ
ト
の
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
が
こ
れ
ら
の
検
査
を
行
っ
た

り
、
検
査
キ
ッ
ト
を
配
付
す
る
と
い
っ

た
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も

有
償
、
無
償
に
限
ら
ず
法
律
等
に
基
づ

き
場
所
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
現
段

階
で
は
そ
う
い
っ
た
場
所
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
新
た
な
設
置
の
見
極
め
は
難
し

い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は
さ

ら
に
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
要
否
を
総

合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
現
在
の
公
的

検
査
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
町
民
へ
の
道
か
ら
の
支
援
物

資
の
提
供
で
す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り

感
染
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場

合
外
出
制
限
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
大

変
支
障
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、
特
に

食
料
品
の
確
保
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
基

本
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
日
本
国
内
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
感
染
症
に
限
ら
ず

大
規
模
な
災
害
等
に
よ
り
流
通
が
滞
る

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
国
や

都
道
府
県
も
３
日
以
上
の
家
庭
で
の

食
料
等
の
備
蓄
を
推
奨
し
て
お
り
ま

す
。
北
海
道
で
も
平
成
30
年
発
生
の
胆

振
東
部
地
震
に
お
き
ま
す
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
で
流
通
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
備
蓄
を
行
う

家
庭
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
全

て
の
家
庭
で
食
料
を
確
保
し
て
い
る
状

況
で
は
な
い
と
私
も
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
災
害
時
に
は
自
助
、
共
助
、
公
助

の
順
番
で
使
用
を
行
い
、
感
染
症
に
お

き
ま
し
て
も
他
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
公
的
機
関
が
支
援
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
感
染

症
の
場
合
は
、
罹
患
者
情
報
を
道
が
管

理
し
、
必
要
と
す
る
方
々
に
道
が
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
か
ら
の

支
援
物
資
が
家
庭
に
届
く
ま
で
１
週
間

程
度
か
か
り
、
快
方
に
向
か
っ
て
か
ら

物
が
届
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
自
宅
療
養
者

か
ら
支
援
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
町

の
災
害
用
備
蓄
品
で
の
対
応
を
含
め
可

能
な
限
り
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
感
染
で
す

と
か
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
本
人
か
ら

そ
の
報
告
と
し
住
民
課
に
連
絡
が
入
る

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は

食
料
や
ほ
か
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な

い
か
確
認
し
、
そ
の
対
応
に
あ
た
り
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
連
絡
が
あ
っ
た
方

全
て
近
隣
に
住
む
子
供
で
す
と
か
親
戚
、

職
場
の
仲
間
で
対
応
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
町
が
備
蓄
品
を
渡
し
た
例
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
方
々
は
今
持
っ
て

い
る
食
品
で
何
と
か
対
応
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
そ
う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
町
は
今
後
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
伝
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
感
染
者
等
の
名
前
は
秘
匿
さ

れ
て
お
り
、
本
人
が
申
し
出
な
い
限
り
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町
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
連
絡
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

毎
日
の
保
健
所
と
の
や
り
取
り
の
中
で

申
し
出
て
い
た
だ
い
た
り
、
今
ま
で
も

広
報
紙
で
コ
ロ
ナ
関
連
の
相
談
先
の
一

つ
と
し
ま
し
て
住
民
課
も
生
活
相
談
の

窓
口
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

直
接
住
民
課
に
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
に

は
適
切
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

再
質
問

　

検
査
キ
ッ
ト
に
関
し
ま
し
て
は
、
法

律
や
厚
生
労
働
省
の
認
証
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
行
政
が
取
り
扱
う
に
は
難

し
い
の
か
な
と
理
解
し
ま
す
。
い
ま
だ

治
療
薬
が
で
き
な
い
下
で
気
を
つ
け
な

が
ら
の
生
活
や
会
議
や
集
ま
り
な
ど
活

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
、

今
あ
る
検
査
に
私
た
ち
は
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
７
波

も
下
り
坂
と
は
い
え
、
過
去
よ
り
山
が

大
き
く
、
ま
た
次
の
８
波
の
可
能
性
も

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
や
っ
ぱ
り

コ
ロ
ナ
と
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
状
況
が
よ
く
な
っ
て
く

れ
ば
検
査
キ
ッ
ト
を
個
人
で
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
、
災
害
が
少
な
い
地
域
で

あ
り
ま
す
が
、
避
難
と
い
う
こ
と
が
も

し
町
で
起
き
れ
ば
、
や
は
り
何
ら
か
の

対
策
と
い
う
の
が
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
そ
の
対
策
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
町
で
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
あ
る
程
度
の

数
の
検
査
キ
ッ
ト
の
数
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
点
も
十
分
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
支
援
物
資
の
提
供
に
関
し
ま
し
て
は

住
民
課
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
対

応
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
誰

が
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
個
人
情

報
が
町
に
は
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ

れ
は
か
か
っ
た
方
、
大
変
な
方
が
自
ら

連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
理
解
し
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
、
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
の

記
事
、
町
の
広
報
に
も
書
か
れ
て
お
り

ま
す
。
町
民
が
日
頃
集
ま
る
公
民
館
や

追
分
の
コ
ミ
セ
ン
、
ま
た
い
き
い
き
館

な
ど
で
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
の
分
か
り
や

す
い
、
活
字
で
は
な
く
て
手
書
き
で
Ｐ

Ｒ
と
い
う
こ
と
を
町
で
は
、
も
し
何
か

あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の

は
、
手
書
き
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
親

し
み
や
す
い
の
で
、
広
報
紙
に
な
る
と

一
度
読
む
と
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
よ
う
な
工
夫
も
必
要
な
の
か

な
と
考
え
ま
す
。
再
度
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町　

長

　

ま
ず
、
検
査
キ
ッ
ト
の
関
係
で
す
が
、

先
ほ
ど
お
答
え
し
た
と
お
り
、
ま
ず
医

療
機
関
、
ま
た
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
対
応

が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

研
究
用
と
い
う
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
も
買
え
ま
す
し
、
た
だ
精
度
が
低

く
、
国
も
町
も
お
勧
め
で
き
な
い
と
い

い
ま
す
か
、
た
だ
検
査
す
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
は
す
る
考
え
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
用
の
も
の
で

精
度
が
高
い
も
の
を
も
し
今
後
医
療
機

関
の
対
応
が
で
き
れ
ば
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
対
応
を
問
い
合
わ
せ
て
も
難
し

い
の
が
現
状
で
す
の
で
、
今
後
ど
う
な

っ
て
い
く
か
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
現
在
で
は
無
理
な
の
か
な
と
私
ど
も

考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
備
蓄
品
の
関
係
で
は
、
な
か

な
か
町
か
ら
道
に
早
く
と
か
、
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
言
え
な
い
で
す
。
最
大
限

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
は

町
の
対
応
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
広
報
紙
、
防
災
無
線
等
々
使
っ

て
、
困
っ
て
い
る
方
は
何
と
か
お
助
け

し
た
い
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
出
ま

し
た
活
字
で
は
な
く
、
手
書
き
の
と
い

う
工
夫
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
今
後
担

当
と
も
十
分
詰
め
、
議
員
の
意
向
も
踏

ま
え
て
対
応
で
き
る
も
の
は
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

再
々
質
問

　

で
き
る
も
の
、
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
い
ち
早
く
町
民
の
安

心
、
安
全
の
た
め
に
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
で
い
い
で
す
け
れ
ど
も
、
早
い
対

応
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

し
て
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

町　

長

　

い
つ
も
雨
竜
町
、
私
が
思
っ
て
い
る

の
は
い
ち
早
く
何
で
も
や
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
た
だ
手
続
き
で
遅
く
な

っ
た
り
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
ワ

ク
チ
ン
な
ん
か
は
特
に
１
医
療
機
関
で
、

し
か
も
週
１
回
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
か

の
小
さ
な
町
か
ら
比
べ
る
と
遅
い
と
い

う
の
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
最
大
限
担

当
課
で
病
院
と
掛
け
合
っ
て
や
っ
て
は

い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
最
大

限
だ
と
い
う
こ
と
で
何
と
か
町
民
の
方

に
も
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
町
の
対
応
は

本
当
に
素
早
く
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　議会広報として初めての対談企画の記念すべき第１弾は地域お
こし協力隊　中村　稜太さんと広報委員で「地域おこし協力隊に
なった経緯と今後の活動について」対談をいたしました。

広報委員と「地域おこし協力隊員」の対談

中
村

　

２
年
目
の
後
半
か
ら
企
画
を
考
え
、

Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
２

種
類
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
観
光
協
会
の
協

力
も
あ
り
な
が
ら
販
売
で
き
、
初
回
分

は
す
べ
て
完
売
し
、
追
加
発
注
を
し
て

販
売
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
着
用
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ベ
ン
ト
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
学
校
職

員
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
等
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
予
想
以
上
の
反
響
で
驚

く
半
面
、
作
成
で
き
た
こ
と
に
よ
り
地

域
貢
献
は
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

木
村

　

協
力
隊
に
な
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
広
が
り
、
活

動
も
大
変
だ
っ
た
と
思
う
が
、「
３
年

間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
ど
う
で
し

た
？
」

中
村

　

ち
ょ
う
ど
、
良
く
も
悪
く
も
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
始
め
た
時
の
着
任

だ
っ
た
の
で
２
年
間
は
「
雨
竜
町
に
本

来
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
」
を
知
る

機
会
が
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

雨
竜
沼
の
事
に
つ
い
て
集
中
し
た
２
年

間
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３

年
目
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
少

し
落
ち
着
い
て
き
た
中
で
、
イ
ベ
ン
ト

等
も
行
え
て
、
少
し
は
地
域
に
貢
献
で

き
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
委
員
（
以
下　

佐
々
木
）

　

雨
竜
沼
に
は
ど
れ
く
ら
い
登
り
ま
し

た
？

中
村

　

１
年
目
は
８
回
、
２
年
目
と
今
年
は

そ
れ
ぞ
れ
10
回
程
度
登
り
ま
し
た
。

吉
見
委
員
（
以
下　

吉
見
）

　

今
年
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
の
企
画
も
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。

木
村
委
員
（
以
下　

木
村
）

　

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
初
め
て
の

企
画
な
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

で
は
、
初
め
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
な
っ
た
き
っ
か
け
」
か
ら
話
し
て
も

ら
え
れ
ば
。

中
村
協
力
隊
員
（
以
下　

中
村
）

　

地
元
が
美
瑛
町
で
観
光
地
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
大
学
の
卒
論
を
観
光
課
題

に
す
る
な
ど
観
光
業
・
地
方
創
生
に
関

心
を
持
っ
て
お
り
、「
自
然
環
境
・
子

ど
も
に
関
わ
る
こ
と
」
を
軸
に
仕
事
を

探
し
て
い
る
時
に
「
協
力
隊
」
の
制
度

を
知
り
、
募
集
を
探
し
た
中
で
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
湿
地
「
雨
竜
沼
湿
原
」
が
あ

る
雨
竜
町
な
ら
「
自
然
に
関
わ
る
仕
事

が
で
き
る
」
と
思
い
、
面
接
を
受
け
現

在
に
至
り
ま
す
。

木
村

　

実
際
に
、
雨
竜
町
に
来
て
み
た
印
象

は
？

中
村

　

地
元
（
美
瑛
町
）
か
ら
大
学
（
江
別

市
）
ま
で
に
行
く
通
過
点
で
、
美
唄
市

の
宮
島
沼
に
年
１
回
程
度
行
く
く
ら
い

で
、
雨
竜
町
に
来
る
ま
で
雨
竜
町
を
含

め
空
知
を
あ
ま
り
知
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
、
新
鮮
で
し
た
。

　2020年４月より雨竜町地域おこし協力隊として採用され、町内
外各種PRイベントの参加や地域活動に参加している。
　なかでも、雨竜沼湿原を中心に観光PRに力を入れ自らTシャツ
やタオルの企画を手掛けている。

雨竜町地域おこし協力隊員　中
なかむら

村　稜
りょう

太
た
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木
村

　

町
民
や
ほ
か
の
地
域
の
協
力
隊
員
と

の
と
の
つ
な
が
り
は
。

中
村

　

当
時
の
協
力
隊
の
長
瀬
・
高
橋
協
力

隊
員
が
着
任
時
は
面
倒
を
見
て
く
れ
て

い
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
も

の
の
町
民
と
携
わ
る
き
っ
か
け
や
、
他

市
町
村
の
協
力
隊
も
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
今
も
続
く
つ
な
が
り
を
追

っ
て
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
教
育
講
演
会
で
私
が
吹
奏
楽

を
や
っ
て
い
た
と
い
う
話
が
き
っ
か
け

で
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
で
、
生
徒
と

一
緒
に
演
奏
や
技
術
指
導
も
し
て
い
ま

す
。

木
村

　

３
年
間
で
感
じ
た
「
雨
竜
町
に
希
望

す
る
こ
と
は
？
」

中
村

　

他
の
町
の
協
力
隊
員
は
、
任
期
中
に

協
力
隊
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
退
任

後
を
見
据
え
て
任
期
中
に
起
業
を
す
る

制
度
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
退
任
前

後
の
起
業
や
定
住
に
向
け
て
行
政
も
ど

の
よ
う
に
協
力
隊
員
と
の
連
携
や
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
情
報
な
ど
、
参
考

に
な
る
部
分
は
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

吉
見

　

町
と
し
て
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
活
用
し
や
す
い
体
制
作
り
と
と
も
に
、

定
住
や
起
業
に
向
け
情
報
も
そ
れ
ぞ
れ

共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
の
だ
が
。

中
村

　

他
の
町
で
は
、
地
域
お
こ
し
専
門
の

部
署
も
あ
り
、
定
住
や
任
期
中
の
起
業

に
向
け
た
後
押
し
を
し
て
く
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
情
報
を
参
考
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
今
後
に
つ

な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
任
用
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
任
期
中
に
起
業
へ

向
け
た
実
践
的
な
副
業
が
と
れ
る
よ
う

な
採
用
の
仕
方
が
行
わ
れ
る
と
、
今
後

は
定
住
や
起
業
が
し
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

木
村

　

で
は
実
際
に
は
退
任
後
の
「
起
業
に

つ
い
て
」
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　

退
任
後
の
起
業
に
つ
い
て
視
野
に
入

れ
て
は
い
る
が
、
町
内
事
業
所
な
ど
あ

る
程
度
自
由
度
の
利
く
職
場
で
定
期
収

入
を
得
な
が
ら
、
自
分
の
活
動
（
雨
竜

沼
グ
ッ
ズ
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運

営
、
雨
竜
沼
ガ
イ
ド
等
）
で
収
入
を
増

や
し
、
２
足
の
わ
ら
じ
で
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
を
す
る
に
あ
た
り
、

町
内
の
空
き
家
を
活
用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
運
営
も
今
後
の
選
択
肢
と
し
て

候
補
に
は
あ
り
ま
す
。

吉
見

　

残
り
の
任
期
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、「
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
」

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

中
村

　

雨
竜
町
Ｐ
Ｒ
楽
曲
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ボ

ー
イ
ズ
「
雨
竜
う
ま
い
」
を
使
用
し
た

「
う
り
ゅ
う
米
」「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
の
Ｐ

Ｒ
動
画
制
作
や
中
学
校
で
の
出
前
授
業

等
も
依
頼
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
仕
事
も
任
期
最
後
ま
で
し
っ

か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
々
木

　

で
は
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
「
後
輩

の
協
力
隊
に
望
む
こ
と
」
は
？

中
村

　

私
と
違
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
農
業
支
援
員
（
新
規

就
農
）
と
い
う
あ
る
程
度
枠
組
み
が
決

ま
っ
た
中
で
の
採
用
の
た
め
、
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
専
門
的
な
視
点
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
雨
竜
町
が

よ
り
良
く
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
く
れ

る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

木
村

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は
、
残

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
更
な
る
今

後
の
活
動
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

〜
最
後
に
〜

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
忙
し
い
中
、
時
間
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
も
よ
ら
な
い
話
も
聞
け
て
、
私

た
ち
も
今
後
更
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

（
文
責　

吉
見
）
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　暑い夏も過ぎ、冬への準備に忙しい毎日を
送られていると思いますが、気温の変化も激
しいので体調を崩されないよう気を付けてく
ださい。
　今号では、９月の定例会、令和３年度会計
決算審査特別委員会について記載しています。
審議内容を皆様に分かりやすく、編集しまし
たのでご覧ください。
　また、今年度で３年目となる地域おこし協
力隊、中村隊員との懇談内容も記載しており
ます。今後の活動にも期待しています。
　さて、今年も雨竜町の基幹作物でもありま
す水稲も品質が良く、よい出来秋を迎えられ
ました。新型コロナウイルス感染症の影響に
より価格が安定しておらず、また紛争により、
肥料、燃油の価格も高騰と大変な思いの中、
一日でも早い終息により、米価の安定に期待
します。
　新米や、収穫された秋野菜などで暖かい食
事を取って、快適に過ごされる様願っており
ます。

（佐々木　徹　記）

編　集　後　記

議会広報特別委員会
　　　　　委 員 長　　木　村　啓　治
　　　　　副委員長　　佐々木　　　徹
　　　　　委　　員　　吉　見　拓　也

　　１日　議会運営委員会・第３回臨時会
　１９日　行政常任委員会
　２６日　議会運営委員会
　２９日　尾白利加ダム断水式 議　長

　　２日　議会運営委員会
６～13日　第３回定例会
6・9・12日　決算審査特別委員会
　２６日　北海道日本ハムファイターズ表
　　　　　敬訪問 正副議長

おもな議会のうごき　（８月～１０月）

８　月
　　６日　議会広報特別委員会
　　７日　中空知町議会議長連絡協議会定
　　　　　期総会（新十津川町） 議　長
　１３日　議会広報特別委員会
　１７日　議会広報特別委員会
19～21日　道外政務調査（大阪府・奈良県）
 全議員
　２６日　空知町村議会議長会定期総会
　　　　　（札幌市） 議　長

１０　月

９　月

議会議長あての文書は

議 会 事 務 局 へ
　議会議長あての文書や案内状などは、
議長公務日程上調整する必要があります
ので、議長の私宅に送付せず、議会事務
局に送付されますようお願いします。

＜送付先＞
〒078-2692
雨竜郡雨竜町字フシコウリウ104番地

雨竜町議会議長　宛

（10/13　中村隊員と広報委員の対談）


